Structure of Lampterol and Isolampterol (ランブテロールおよびイノランプテロールの構造) by 多田 愈























































































































































    工NmV
      シクロプロパン4H0.3～1.4⑳～0,5～1.o(ABCX)～1.2⑳～1.3㈲
  、
      ナCH33H1.19(S)1.12(s)1.17(S)0.99(S)
      ×8量,3HL37(8)1.37(S)1.49(s)1.49(S)
      一湘一・CH/33H1.68(S)1.51(S)1.67(s)1.52(S)
     OH2.37(3H)3.52(1H)222〔3H)
      一CHOH22H3.48(s)3.85J=;11.49魯4.13(AB)3'401s)3.82J==ll.4%4.13(AB)
      ×響1H4.70(s)5.80(S)4.60(s)5.42(s)



























































































     M十“「一cH3一CHOR2＼!ノH./'へOR今一・H餌1〕為+1
      1,π皿」v264348390M-15M-15M-31M-73M-73M一工7(OH)M-42(CH,CO)一M-42(CH2CO)M-176!るM-17:「;
 〔第8章〕
 エは新しい骨格奮有するセスキテルペンて,スビ・型3具現を有する始めての例であり,単純な
 イノプレン則も適用できない。スピ・3員環は4具現中間体の転位によって生成すると考えられ,
 数種のセスキテルベンに見られる11員環から4員環を中間体とする生合成過程について考察した。
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論文審査要旨
 木論文は月夜茸の毒成分フンブテ・一ルの単離,異性化,化学隣造,マススペクトル,生合成に
 ついて検討を加えたもので8章よりなっている。
 月夜茸は日本特産の毒茸であり,この茸の抽出液が制癌作用をすることが最近見出された。本論
 文の著者は毒成分と制癌成分が同一物であることを示し,この化合物をヲンブテ・一ルと命名した。
 またランプテ・一・レはイソランブテ・一ルに異性化することを発見し,各誘導体の可視および紫外
 吸収スペクトノレ,赤外スペクトル,核磁気共鳴スペクトノレ、マススペクトル,その他の物理定数を
 巧みに組合せて,クンプテ・一ルとイソランゾテ・一彬の化学構造を決定している。こうして導か
 れたランブテコールの構造は本論文の著者と殆んど時を同じぐしてAnchei等がイルジンSに対して
 推定した構造と「司じである。
 ヲンプテ・一ノレがスピ・聖王昌環奮有することは過マンガン雌酸化で直接証明しているDさらに
 フンブテ1』一・レからイソラン7テ・一ノレヘの異性1ヒほフ'シ・・ゴン極位であること葱示し,両化合物の
 熱水ク・1ム峻酷rヒで得∈)れる酸化笠取物が単純な酸化反応てないことを示し。両酸化生成物の物理
 定数を多くの参考デー双と比較し,さらに構造との関係づけを検討している。そしてこれらの反1、藤
 ,とr善進との関係っけを詳細に検討している。またクンプテ・一ノレのク・ム酸酸化で』分子縮合を起
 す新しい型の化学反応を発見した。.
 ランプテ・一ノレにはそれぞれ・級、二級,.三級水酸基を有する3個の不整炭素が存在するが・そ
 れら○立体!ヒ学に関して赤外スペクトノレ猛r細に検討し,一一級と二級の水酸基がトヲンズであるこ
 とを明らかにしている。また三級水酸基のエステル化に関しても検討を加えて卦り,分了一内水素結
 合との関係について論及している。
 ヲンブテ・一ル,イソヲンブテ・一ルおよびこれらのアセテートのマススペクトルを測定し、各
 官能基にもとづくピークを示し,フラグメンテーション過程について検討している。
 ランブテ・一ルは新しい骨格を有するセスキテノレペンであるが,α一フムレンを中間体としてそ
 の生合成過程を考察している。
 以一一しのように著者は階造研究に際して。物理定数の巧みな組合せ方を開拓しており,また種々の
 新しい反応を発見している。
 これらは著者の綿密な考察によるものであって.これらの研究結果および研究態度から多田愈の
 論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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